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個人研究

中国語母語話者の雑談における人称代名詞の機能： 
聞き手を指示しない二人称代名詞「你（Ni）」の使用について

儲　叶明（儲　葉明）

要 旨

本研究は、中国語母語話者による雑談の分析から、会話の場にいない第三者
についてのゴシップを語る際に、話し手はいかに人称代名詞を利用して聞き手を
巻き込み、自身と対立する立場にある第三者との対立関係に、聞き手を誘い込む
かを分析した。分析の焦点として、二人称代名詞「你（Ni）」の聞き手を指示し
ない用法を取り上げ、それらの語用論的機能と社会指標的意味合いを探究した。
本稿の事例の分析からは、中国語母語話者が相互行為の場にいない第三者のゴ
シップを語る際に、聞き手を指示しない二人称代名詞の「你（Ni）」を、先行文
脈で一度登場した人物を指し示す三人称代名詞「他（Ta）」と並置することが見
られた。話し手はこの操作を通して、聞き手に臨場感を与え、聞き手と話し手を
同一化するだけではなく、先行文脈における登場人物を他者化し、結果的に聞き
手を登場人物との対立関係に誘い込むと見られることがわかった。

キーワード：人称代名詞、中国語、雑談、ゴシップ、対人関係

１．はじめに

参与者同士が特定の目標達成を志向しない自由な会話である「雑談」は、

制度的でないやり取り（Levinson 1983）としても定義される。しかし、そこ

にあえて制度的な意味付けを見いだそうとすれば、それは、会話を通して参

与者同士が時と場を共有し、動的に対人関係の実践を行うことにほかならな

いだろう（筒井2016：145–146）。特に、雑談の中で「今ここ」（小山2012：

70–71）にいない第三者について言及する際に、話し手がどのような言語的

資源を用いて、どのように聞き手と第三者を指し示すかは、話し手の登場人

物や聞き手に対するスタンスを反映し、今・ここの会話の場の対人関係に影

響を与えると考えられる。その代表的な資源として，「コミュニケーション
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参加者たちの視点の採り様、スタンスの採り様」（小山2012：72）を示す直

示表現が挙げられる。例えば、日本語会話における二人称代名詞を例にとる

と、聞き手が目の前の話し手に「お前」と呼ばれるのと、「あなた」と呼ば

れるのとでは、話し手との親疎、上下関係としての距離感が変わってくるだ

ろう。中国語は、日本語ほど（場面や相手に応じた）人称代名詞の種類が豊

かではないが、日常のコミュニケーションのなかで、話し手自身を指示すべ

きところを、通常聞き手を指す人称代名詞「你（Ni）」を用いて指示するこ

とがある（王2008、森2010）。では、なぜこのような現象が起こっているの

だろうか。

本稿では、中国語母語話者によるゴシップ雑談に現れる二人称代名詞「你

（Ni）」の聞き手以外（一人称）の用法を取り上げ、特に相互行為の場にいな

い第三者について話す際に、話し手がいかに言語的資源を用いて自身のスタ

ンスと、対人関係上の距離を調整するかを探る。

２．中国語における人称代名詞と「你（Ni）」をめぐる先行研究

初めに、中国語の人称代名詞の一般的特性について確認する。中国語の人

称代名詞には、単数形として一人称の「我（Wo）」、二人称の「你（Ni）」、

三人称の「他（Ta）」がある。単数の二人称と三人称にはそれぞれ敬称が存

在するが、三人称の敬称である「怹（Tan）」は現在ほぼ使用されていないと

いう（陈1989）。それぞれの単数形は接尾辞の「们」（Men）を付け加えた複

数形を持つ。表１に Chao（1956）による中国語の人称代名詞の基本形式を

示す。本稿では、単数の普通形の二人称「你（Ni）」に注目する。

表１　中国語における一人称、二人称、三人称の基本形式
単数 複数

普通 敬称 排他的 包括的
一人称 我（Wo） 我们（Wo men） 咱们（Zan men）
二人称 你（Ni） 您 你们（Ni men）
三人称 他（Ta） （怹） 他们（Ta men）

 Chao（1956：217）（注音は筆者による）
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先述したように、本来聞き手を指すはずの二人称代名詞「你（Ni）」は、

談話において、聞き手以外の指示対象を指すものとして使用されることがあ

る。たとえば、王（2008）は、実際は聞き手でないにもかかわらず用いられ

る「你」について語用論、レトリックの観点から分析している。王（2008：

59–62）によると、聞き手を指示しない「你（Ni）」の使い方には次の３つが

ある。①「回指」（話し手／独り言の際に内心で仮想する聞き手）、②「汎

指」（集団概念としての使い方、普遍的な人の意味）、③「旁指」（排他的機

能を持つもの）である。そのうち、特に「旁指」の表現には、言及された対

象が排除される排他的な機能があるとされ、以下の例文が挙げられている。

「张处长是那种你一旦跟他交往起来便觉得他很舒服的人，他不温不火，

总能在你需要的时候出现在你身边，又能在你略有倦意的时候悄然退身。」

（張処長は、そういう、（Niが）彼と会ってすぐ気さくだと思わせてく

れるタイプの人である。温厚で必要な時にいつも（Niの）傍にいてく

れるが、（Niが）人間関係にうんざりしたときには適切に身を引いてく

れる。）

 （王2008：61、訳は筆者による）

王は、上の例文中の「你（Ni）」は、「張処長」以外のほかの人を指すとい

う意味で、排他性を持つとし、また、聞き手を指示しない二人称代名詞のこ

のような用法は、話し手と聞き手（読者）の距離を縮め、実際には話し手と

は体験を共有しない聞き手（読者）を、話し手の経験に巻き込むかのような

効果を生み出せると指摘している（pp. 61–62）。

同じように聞き手を指示しない「你（Ni）」に着目した研究に森（2010）

がある。森（2010）は、このような二人称の形式を持ちながら、聞き手を指

示しない「你（Ni）」を「虚構的指示」と呼ぶ。森によれば、このような「你」

の使用が為される場面は、①人一般を指す場面、②話し手自身を指す場面に

分類できるとされている（森2010：74–79）。①「人一般を指す」場面は、

「一般論」や「一般論を装った体験談」として用いられるもので、そうした
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「你」は、その指示対象が不特定多数であるのが共通しているとされている

（森 2010：75–77）。また、森は、②「話し手自身を指す」場合に用いられる

「你」について、「誰であってもきっと同じような印象を抱くであろう」、「ど

んな人だって自分と同じ状況に立てば同じような苦しさや驚きを味わうであ

ろう」というニュアンスを醸しだす例を挙げている（森2010：79）。森のこ

の知見を踏まえると、聞き手を指示しない「你（Ni）」は、「一般論」の場合

と「話し手自身を指す」場合とでは、「自分以外の人も共感してくれるはず

である」という想定である点において、両者にはさほど違いがあるとは言え

ない。

同じく虚構的な用法の「你（Ni）」に注目して、相互行為のなかでの意味

付けを検討した研究に章（2016）がある。章は、滞日高度人材中国人女性に

対するインタビューのなかに現れた聞き手の共感をはかる「你（Ni）」につ

いて、相互行為に基づいて語り手自身のアイデンティティの表出に貢献して

いると分析している（p. 71）。

このような人称代名詞の指示対象の交差的用法は、中国語以外の言語にも

みられる。例えば、小森（1992：191–198）は、英語でも人称代名詞の形式

と指示対象のずれ、いわゆる人称転換がよく起きているとし、そのなかで、

一人称は聞き手と第三者、二人称は話し手と第三者、三人称は話し手と聞き

手をそれぞれ転換的に指示できるという六つのパターンを指摘している。

そして、指示対象が話し手「I」であるにもかかわらず、表現形式は二人称

の「You」を使用する場合は、話し手が聞き手に共感してもらいたい場合で

あると指摘している。また、一人称、二人称、三人称の各人称代名詞は、同

等な構造によるものではなく、その体系の根底には、発話の主体である一人

称と発話の対象である二人称があると主張し、三人称は、発話の場に属さ

ず、一人称と二人称以外のものとして扱われているとも述べている。小森

（1992）の記述から、三人称は「一人称と二人称代名詞以外のもの」という

位置づけで、一人称・二人称とは非対称性を持つことがわかる。

以上、本稿の考察対象の「你（Ni）」及び、それがほかの人称代名詞とど

のような関係性を持つかについての先行研究を概観した。これまでの「你
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（Ni）」をめぐる議論は、小説や雑誌から抽出された用例を用いて語用論的観

点から議論されたものが多く、実際の相互行為における使用に着目した研究

はあまりみられない。人称詞の選択における発話者、発話対象、指示対象と

いう三者関係の影響を議論するには、実際の談話を文脈のなかで理解する視

点から、人称代名詞の使用を検討する必要があると考えられる。

そこで本稿では、中国語母語話者同士の自然会話の分析から、二人称でな

い「你（Ni）」の使用について考察する。データについては、事例ごとに説

明を加えるが、プライバシー保護の観点から参与者を特定できない程度でと

どめる。三つのデータはすべて中国語母語話者の友人同士による雑談であ

り、すべて今・ここにいない第三者に言及する場面、いわゆるゴシップの性

質を持ったものを含んでいる。ゴシップは、分野によってその定義も多様だ

が、言語人類学者の Besnierは「プライベートな状況において限られた人々

からなるグループで行われる不在の第三者に関する否定的な評価と道徳的な

規範を含んだ会話」（訳は山口2018：86による）としている（1）。本稿では、

この定義を参考に、ゴシップ場面を、「プライベートな状況において限られ

た人々からなるグループで行われる不在の第三者をめぐる会話」とする。こ

のようなゴシップ場面における二人称でない「你（Ni）」に注目し、語用論

的意味にとどまらず、相互行為的機能と社会指標的意味を検討する。以下に

本稿の分析に用いる事例の背景について説明する。

３．データと事例の背景

本稿で使用したデータ（2）は、中国語母語話者の男性友人同士２人、女性

友人同士２人の２組による会話である。会話の参与者は全員20代で、同じ大

学の友人である。男性組の会話は１時間５分、女性組の会話は１時間９分で

ある。本稿では、プライバシーを考慮した上で、合計２時間14分の会話から、

本稿の議論に関わる特徴的な人称代名詞の運用が反映されている３つの雑談

の事例を抽出した。会話の内容について、筆者による指示は一切せず、自由

にしゃべってもらった。動画は、定点カメラと音声レコーダーを使用し、映

像／音声の両方を収録した。収録する際に、ビデオカメラは参与者の横から
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録画し、音声レコーダーは参与者の身近に置いた。データ収録の場所は、学

校の空き教室と参与者の自宅である。収録の際に、収録のおよその時間を事

前に協力者に伝え、カメラ機器をセッティングした後、筆者はその場から一

時離れた。予定の収録時間に到達した後、筆者が収録の場所に戻り、データ

を回収することにした。なお、収録の際は、お菓子や飲み物を用意し、参与

者が自由に飲食可能であると伝えた。以下に示す事例の詳細背景について

は、各事例の直前に説明する。

４．事例分析

事例（1）は、20代の中国語母語話者の女性同士 Sと Rによる会話である。

事例の直前に Sは、自分の妹が肌にコンプレックスを抱いている話をした。

それに触発され Rは自らの思春期のニキビを巡る話を「第２の物語」（串田

ほか2017：169、173）として語りはじめ、Sの妹の話への理解を示し、会話

を進めている。この事例では、12行目の Rの二人称「你（Ni）」の使用に注

目する。なお、以下の全事例の行番号の右側にある「→」は、当該事例にお

いて特に注目すべき箇所を表している。（以下の事例におけるトランスクリ

プション記号をめぐる説明は、本稿の最後に付記した）。

事例（1）「ニキビ」

01　R： 跟我一样（両手の指で相手を指し）我我我以前高中还有大学的时候

脸上满 : : : 脸痘痘［所 : : : : 有的（両手の人差し指で顔で円を描く）

　　  　私と一緒だ　私は高校と大学の頃は顔中ぜ : : : : んぶニキビだった

02　S：　　　　　　　　   ［哦哦哦

　　  　　　　　　　　　      おおお

03　R：就是没有一块好皮肤（両手の人差し指で顔で円を描く）全 : : : 是痘痘

　　  　きれいなところは全然なかった　ぜ : : : んぶニキビだった

04　S：嗯 : : : : 

　　  　うん

05　R：然后我（.）我二姨就到我们家来了
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　　  　それから私の二番目のおばさんがうちに来てね

06　R：然后就说（.）哎呀你看你那痘痘怎么怎么怎么样

　　  　それから　ほらあなたのそのニキビがなんとかって言って

07　R：你看　我心里都已经很难受很自卑了吼

　　  　ほら　私はもう心の中で苦しくて引け目を感じているのに

08　S：快点要把　¥不要把话题转到这里来哦 ¥

　　  　すぐに話題をそっちに振らないでほしいよね

09　R：嗯嗯嗯嗯

　　  　うんうんうん

10　S：就想 sakeru (code-switching)［这个（.）话题

　　  　この話題をさけたい

11　R：　　　　　　　　　　　　 ［对对对 对

　　　　　　　　　　　　　　　　 そうそうそう そう

12→R： 对（.）就不想（0.2）正面去想这个话题然后（.）他们就说（.）所

有亲戚到你家里来就说你的脸

　　  　 そう真正面からこういう話に向きあいたくない　それから彼らが　

全ての親戚があなたの家に来てあなたの顔についてあれこれ言ってね

まず事例（1）全体について概説する。発話の１行目と３行目で Rは

「所 : : : : 有」、「全 : : : 是」（ぜ : : : んぶ）と形容詞や副詞の母音を引き延

ばして自身のニキビのひどさを主張している。それに対して２行目と４行目

で、Sは相槌を打ち、物語の進行を促している。ここまでは、Rによる自身

のニキビのひどさの主張として考えられる。

５行目で、Rは相互行為の場にいない「おばさん」を登場人物として導入

したうえで、６行目では引用マーカーである「说」を伴った直接引用の形で、

自身が触れられたくない話題（ニキビ）についておばさんが触れたことを再

現している。その後７–11行目では、「もう苦しくて引け目を感じる」と、R

は親戚にニキビに言及されることについての不快な思いを表明し（７行目）、

Sは Rに対する理解を示している（８行目）。その後、その理解に対して R
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が承認した（９行目）ことを見て、Sは再度理解を示し（10行目）、Rは再

び承認した（11行）。ここまでの一連の行為は、Rによるおばさんへの否定

的な態度表明と Sによる共感として考えられる。

注目すべきは、12行目の Rの発話である。12行目で Rはまず「他们就说 

所有亲戚到你家里来就说你的脸」と三人称複数の「他们（Ta men）」（彼ら）

を用いて先行文脈の登場人物（５行目の「おばさん」をはじめとした親戚）

を指示する。しかし、その後、Rはすぐさま「自己開始・自己実行の修復」

（串田ほか2017：195–196）を行い、「所有亲戚」（すべての親戚）ともう一度

指示対象を明確に同定した。つまり、12行目のこの発話の位置では、「所有

亲戚」（すべての親戚）ということばを主語にする選択肢があるなかで、参

与者 Rがあえて「他们（Ta Men）」を先に選択していたことがうかがえる。

そして、同じく12行目で Rは「所有亲戚到你家里来就说你的脸」（全ての

親戚があなたの家に来てあなたの顔についてあれこれ言ってね）と発してい

る。ここでの、「你家」は、所有を表す属格のマーカー「的」が省略された

構文として考えられ、実際は、「你的家」（あなたの家）として考えられる。

となると、この発話には、「你的家」（あなたの家）「你的脸」（あなたの顔）

という二つの属格構文が入っていると考えられる。一方で、ここでの「家」

と「顔」は、聞き手 Sの所有物ではなく、語り手 R自身の所有物であるこ

とが先行文脈から明らかである。にもかかわらず、ここでは二人称代名詞

「你（Ni）」が使用されていることから、本来一人称の「我（Wo）」を使用し

てもよいところを、話し手 Rは、あえて「虚構的指示」（森2010）である二

人称の「你（Ni）」を使用していることがわかる。

そこで、三人称代名詞の「他们（Ta Men）」によって指示されている「お

ばさんをはじめとしたすべての親戚」と、虚構的指示の「你（Ni）」によっ

て擬似的に指示されている聞き手 Sが同じ文に並置されているところに注

目する。森（2010）の知見を踏まえると、虚構的指示としての二人称の「你

（Ni）」は、実際は話し手自身を指すにもかかわらず、使用されることによっ

て「人一般」を指示する雰囲気を醸しだし、聞き手を含む不特定多数の共感

（誰であっても同じように思うだろう）を引き出す装置として機能すること
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になる。しかし、本稿の12行目では少し異なる。その理由は、虚構的指示「你

（Ni）」の直前に使用されている三人称の複数「他们（Ta Men）」にある。三

人称は先述したように、発話の主体（一人称）と発話の対象（二人称）とい

う発話の基盤からはずされており、発話の場に属さないものとして一人称・

二人称とは非対称性を持つことが指摘されている（小森1992：197）。このこ

とから、三人称の複数によって指示されている「すべての親戚」（12行目）

は、その直後の二人称の「你（Ni）」の指示範囲から排除されていることが

考えられる。なお、この会話では先行文脈からも、12行目の時点で、親戚

はすでに話し手 Rの対立側に回されていることがわかる。つまり、ここで

の「你（Ni）」の指し示す範囲は、「誰でも」ではなく、先行文脈における話

し手の対立側に回された「親戚」を排除した「誰でも」になる。このような

「你（Ni）」の使用は、「親戚」に家に来られてあれこれニキビについて評価

されるという体験を、聞き手 Sの身に起こったものであるかのように演出

する話し手 Rによる操作であると考えられる。

「排他的」と「聞き手の共感を求める」という２点については、前述の王

（2008）にも言及されている。しかし２節で挙げた例文のように、王（2008）

が述べた「排他的意味」は、中立、もしくは肯定的評価の文脈で、先行文脈

で言及された対象者を含まない意味であった。本稿の事例（1）の場合は、

「你（Ni）」は、話し手 Rと明らかに対立的な立場に位置づけられている第

三者（親戚）を排除するものであり、かつ三人称の「他（Ta）」と並列して

使用しているのが特徴的である。そのため、このような「你（Ni）」の使用

は、聞き手との共感を図るだけではなく、話し手 Rが先行文脈で構築した

第三者との対立関係に、聞き手 Sを誘い込むという社会的意味付けも考え

られる。

ここまでの分析を通して、事例（1）における聞き手を指示しない人称代

名詞の「你（Ni）」が置かれる手続きが明らかになった。① Rによる一連の

自己開示でニキビのひどさを主張する。② 登場人物の「おばさん」を物語

に導入し、Rが触れてほしくないニキビのことを話題にする（Rに）不利益

をもたらす人物として対立側に位置付ける。③ 先行文脈で話し手に不利益
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をもたらした人物を三人称の「他（Ta）」で指し示し、その上で二人称代名

詞「你（Ni）」を使って、「他（Ta）」を排除した「すべての人」を指示し、

聞き手 Sとの共感をはかる。このような手立ては一見偶然にみえるが、実

は同じ参与者の同じ日の会話にも繰り返されている。次に、事例（2）を見

てみる。

事例（2）は、事例（1）と同じ日の同じ参与者による会話である。先行の

会話では、友人間のやや失礼な冗談について二人が話し合い、以下の事例

（2）では、Sは、団子を食べながら自分が高校の時に男性に冗談を言われた

経験について話す。ここでは、Sの11行目の人称代名詞の使用に注目する。

事例（2）「太っていた」

01　S：不过之前我以前读高中的时候嘛

　　  　でも昔私が高校の時にね

02　R：嗯

　　  　うん

03　S：然后（.）背后的男生一直朝我说（.）说太 : : : 胖啦（.） @出来都hhhh@

　　  　そして　後ろの男の子がずっと私に向かって「太りすぎだよ」

　　  　もう出るのが（大変だ）

04　S：¥ 他给我的位子其实是因为 ¥（席の狭さを手振りで表現）

　　  　他（.）弄得太窄了你知道嘛

　　  　彼が空けてくれたスペースが　狭すぎたからね

05　S：¥他（聞き取り不能）出去（.）我说我出 : : : 不去 ¥他说［.hhh

　　  　出てくださいって言われて（私は）出られないって　彼は

06　R：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［你初中是有多

　　  　胖啊

　　  　中学校の時はどれぐらい太っていたの

07　S：没 : : : 有

　　  　（Rを見つめ顔をしかめて団子がなくなった串を振りながら）

　　  　違うよ
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08　R：很胖吗＝

　　  　かなり太っていた？

09　S：＝没 : : : 有（Rを見つめ団子の串を持った右手を上げながら）

　　  　違うよ

10　R：那就无所谓啊（両手を開いて）

　　  　なら気にしなくていいじゃん

11→S：没有 : : :（Rを見つめ団子の串を持った右手を挙げながら）

　　  　他骗 : : : 你的（Rを見つめながら）

　　  　違うよ　彼があなたをだましていたの

12　R：那↑就无所谓啊

　　  　じゃ気にしなくていいじゃん

まず、事例（1）と同様に、事例（2）のこの会話の概要について説明する。

１–５行目で、Sは高校時代に同じクラスの男の子に、「太っている」とから

かわれていた経験を物語（Storytelling）（串田ほか2017：169、173）として

語っている。それに対して、Rは「嗯」（うん）（２行目）と相槌を打ちなが

ら、Sの話しの続きを促している。５行目では、Sは発話の最中に、６行目

の Rによる「你初中是有多胖啊」（中学校の時はどれぐらい太っていたの）

という質問に割り込まれた。この質問は、Sが「太っていた」ことを前提と

している。それに対して７行目で Sは Rを見つめながら、「没 : : : 有」（違

うよ）と「自身が太っていた」ことを否定した。この発話は、中国語におけ

る存在の否定を表す副詞「没」に発音の強勢が置かれて発されている。この

ことから、先行文脈における Rの質問に対して、Sが強く否定しているスタ

ンスが窺える。８行目で Rは、「很胖吗」（かなり太っていた？）と６行目

の質問を補足する形で続けて質問をしているが、９行目で Sは７行目と同

じデザインの発話でもう一度「没 : : : 有」（違うよ）と応答を発している。

このように、Sから「自分は太っていなかった」という回答を得た後、10行

目で Rは「那就无所谓啊」（なら気にしなくていいじゃん）と応答している。

11行目で、Sは Rを見つめながら「没有 : : : 他骗 : : : 你的」（違うよ　彼
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があなたをだましていたの）と９行目の自分の回答を補足した形で発話を産

出している。12行目で Rがそれに対してさらに反応する。

この事例で注目するのは、11行目の Sによる二人称の「你（Ni）」の使用

である。11行目の発話「他骗 : : : 你的」（彼があなたを騙していた）は、

三人称の主語「他」（彼）の後に動詞「骗」（だます）が続き、さらに目的

語の「你（Ni）」の後に強調の意味を表す「的（DE）」が続いている。これ

は、本来主語（11行目では「他」）の後に現れるべきである中国語のコピュ

ラの「是」（11行目では省略されている）と文末の「的」によって作られる

「是 .... 的」構文（相原他2021：134）と考えられる。相原他（2021：134）

によると、この構文は、「ある行為が発生したこと自体は明らかで、更にそ

の行為の行われた時間、場所、方式等を具体的に強調して述べる」とされて

いる。本事例の11行目の場合は、「彼があなたを騙していた」ことが、疑い

ようがない明瞭なことであると主張しているニュアンスが考えられる。この

ように「騙す」行為が強調されている発話における人称代名詞の指示対象を

分析してみると、この会話の先行文脈から、11行目の三人称の「他（Ta）」

は、先行文脈の物語の中に登場した、Sを「太っている」とからかった同級

生の男の子であることがわかる。聞き手の Rは、Sの物語に登場する Sの

同級生と知り合いではなかったので、ここでは同級生の男の子が「騙してい

る」のは、話し手の Sにほかならない。つまり、11行目の発話は、「彼（同

級生の男の子）は私（S）が太っていると私を騙していた」という理解にな

る。にもかかわらず、11行目では、二人称代名詞「你（Ni）」が使用されて

いることから、ここでも実際は話し手自身を表す「你（Ni）」が使用されて

いると考えられる。

つまり、事例（2）では、Sは先行文脈（１–５行目）で登場人物として同

じクラスの同級生の男の子を、自分に不利益（太っているとからかう）をも

たらす相手として構築し、その後11行目で「他（Ta）」を使って指示する。

それから、その同級生を指す「他（Ta）」を、11行目で擬似的に聞き手 Rを

指す「你（Ni）」と並置させることで、本来経験者でない聞き手の Rを、自

分と同じように、「他（Ta）」（クラスメートの男の子）との対立関係に誘っ
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ている。このことから、先般の事例（1）で Rが使用した手立てと同様であ

ることがわかる。

以上の考察についての更なる裏付けを得るため、次に、全く異なる参与者

によるほかの会話を考察したい。

事例（3）の Kと Jは、それぞれ異なる研究分野を専攻する大学院生の20

代の男性である。事例（３）の直前で Kは論文の査読審査に落ちた体験を J

に語る。Kは、論文が通らなかった原因を Jに聞かれて、以下の説明を始める。

事例（3）「どうしても認めてくれない」

01→K： 理工科是这样的（.）额 : : : 每个 : : 审稿人啊（.）他有自己的 taste

就说 : : : 他觉得这个理论（.）如如（.）果你提出的理论跟他的理论

相悖的话（.）他就不不承认你

　　   　 理系はこう　すべての査読者は　彼はそれぞれ自分の tasteがある

のだ　というのは　あなたが主張した理論が彼のと相いれないと彼

が思うのであれば彼はあなたを認めてくれないもんだ

02　J ：hhhhhhhh

03　K：¥ 你怎么说服都说服不了他 ¥

　　   　あなたはどう説得しても彼を納得させるのは無理だよ

04　K：¥ 他就不承认你 ¥

　　   　なにがなんでも彼はあなたを認めてくれない

05　J ：那 : : : 不是　承认不就打他脸了么

　　   　それはそうでしょ　認めたら彼は自己矛盾になるから

１行目で Kは、すべての査読者にはそれぞれ「taste（好み）」があり、理

論上の好みの相違があると査読者が認めてくれないという内容を述べる。先

述の文脈（Kが査読に落ちたこと）を含めて考えれば、ここで Kはやり取

りにおいて初めて「审稿人（査読者）」を登場人物として導入し、かつ自身

と対立する者として位置づけていることがわかる。注目すべきは、１行目で、

まず「査読者」が「审稿人」という社会的身分を表す名詞で指示され、その
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後すぐさま、三人称代名詞の「他（Ta）」によって指示照応されているとこ

ろである。ここでは、主語として「査読者」が既に導入されているため、後

続の三人称の照応がなくても文は成立する。つまり、ここでの三人称代名詞

は文法的に要請されているものではないと言える。その後１、３、４行目に

おいて、それぞれ主語、目的語として二人称の「你（Ni）」が使用されてい

る。１、３、４行目の内容は全て K自身の経験談であり、聞き手の Jには

所有されていない情報であるため、ここでは二人称代名詞の「你（Ni）」が

使われているものの、それが実際は聞き手の Jではなく、K自身を指示して

いることは明白である。注目したいのは、この事例でも前の二つの事例と同

様に、話し手 Kと対立する立場にある「査読者」が最初に導入され、その

後「査読者」は即座に三人称の「他（Ta）」によって指示されたことである。

さらにこの「他（Ta）」は、二人称「你（Ni）」と並置されている（3）。ここで

も、森（2010）で指摘された一般論の叙述という解釈も通用しそうだが、前

の二つの事例と同じように、先行コンテクストで導入された「査読者」は既

に「你（Ni）」の対立側に位置付けられているため、指し示す範囲から排除

されていることがわかる。また、ここで注意すべきことは、１行目で「査

読者」は主語として導入された直後、人称代名詞を入れなくてもよい位置

で、すぐさま三人称の「他（Ta）」によって指し示され、その後二人称の「你

（Ni）」と並んで使用されていることである。これは、話し手が先行の登場人

物の行為があたかも聞き手に不利益をもたらすかのような雰囲気をつくるこ

とを可能にし、自身と第三者との対立関係に聞き手を引き込む効果を有する

と考えられる。その後、５行目で聞き手の Jは Kの先行発話への応答を発

した。以上のことから、事例（3）でも、先般の事例（1）、事例（2）と同じ

ように、話し手が聞き手を指示しない人称代名詞を使用することで、対人距

離を操作していることが見られたと言えよう。

５．結論

本稿では、聞き手を指示しない二人称代名詞の「你（Ni）」の相互行為に

おける使い方を中国語母語話者の雑談に基づいて分析した。本稿の事例の分
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析を通して、話し手はまず雑談に現れる登場人物を自身と対立する立場にあ

る者として位置づけ、その後三人称の「他（Ta）」を利用してその登場人物

を指示し、さらにその「他（Ta）」を、聞き手を指示しない「你（Ni）」と並

置することがわかった。この一連の操作を通して、第三者「他（Ta）」によっ

て引き起こされた行動が聞き手に不利益を与えるかのような臨場感を演出で

き、さらに先行の物語に登場する第三者との対立関係に聞き手を巻き込むと

いう社会指標的意味を生み出せることを指摘した。

以上のことを踏まえて、本稿で指摘したような、相互行為のやりとりにお

いて三人称代名詞「他（Ta）」と並置することで登場人物を他者化し、聞き

手と話し手を同一化する装置としての「你（Ni）」の使用は、まさに今・こ

この雑談の場において、話し手が動的に聞き手と対人距離を交渉する実践と

して考えられる。特に中国語会話において、「你（Ni）」の使用は第三者のゴ

シップをする際に、話し手、聞き手、言及される第三者、この三者間の人間

関係の距離を巧みに操作する言語資源であると考えられる。

本稿では、話し手と聞き手という二者関係のみからではなく、ゴシップに

登場する第三者との三者関係から、中国語会話における人称代名詞による対

人距離の操作を分析した。本稿では、自ら収集した自然会話から抽出された

限られた事例を用いて考察を行ったが、今後（中国のテレビやドラマにおけ

る会話も視野に入れ）さらにデータを増やし、検証していきたい。このよう

な課題を含め、主に話し手と聞き手という二者関係のみからの検討ではな

く、実際の談話の文脈の中で中国語の言語資源が果たす複雑な機能を追うこ

とが今後の中国語の語用論的研究において重要だと考えられる。

注

（1） Besnier（2009）の英語原文は次である。“the negatively evaluative and morally laden 

verbal exchange concerning the conduct of absent third parties, involving a bounded group 

of persons in a private setting”（Besnier 2009: 13）

（2） 本稿では、2018年５月～2019年８月にかけて筆者自身が収集した中国語母語話者

による６組（内４人会話１組、２人会話５組である）の自然会話から抽出したも
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のを使用する。６組の会話時間合計405.57分、およそ6.8時間である。協力者の人

数は合計14人で、平均年齢は25.38歳、標準偏差は2.25歳である。６組の会話のな

かで、最も短い会話は35分前後、最も長い会話は１時間55分だった。

（3） 事例（3）のトランスクリプションにおける、１行目の初出の「他（Ta）」以外

の「他（Ta）」は、先行文脈に登場した「査読者」を文法的に指示照応する関係

にある。この意味では、１行目の初出以降の「他（Ta）」の使用は、二人称の「你

（Ni）」の指示対象との対立関係の構築に貢献するかどうかは、不明である。しか

し、いずれにしても、この事例では、先行文脈で登場した人物を経験談で対立側

に回し、その後「你（Ni）」を利用して聞き手の共感を引き出すという手立ては

同様である。

【トランスクリプトで使用した記号】（串田他（2017）を参考にした）

（.）  ごく短い沈黙，間合い　0.1秒程度

（数字） 沈黙の秒数

文字？ やや尻上がりの抑揚

@発話@ 明かに笑いながら話される部分

¥発話 ¥ 笑っているような声の調子の発話

［  重なり

＝	  前後の発話が切れ目なく続いている．

˚発話 ˚ 前後に比べ弱く小さい音

（####） 聞き取り不能

発話 強く発話されている部分

＞発話＜ 速く発話されている部分

発話↑ 直後の音が高くなっている

hh  息を吐く音 .数が多いほど長い

.hh  息を吸う音．数が多いほど長い

発話 : : :   直前の音が延びている
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